
島根原子力発電所温排水影響調査
録）

小村治男・服部守男・勢村　均・山田　正

　島根原子力発電所の運転にともなう温排水が周辺海域の漁場環境に及ぼす影響を把握するための

調査である。詳細については，平成２年度島根原子力発電所温排水影響調査研究報告書を参照され

たい。

調　　査　　概　　要

１．調査事項

　○　海況調査（水温・塩素量・うるみ強度・潮流）

　○　浮遊生物調査（動櫨物プランクトソの定量・定性）

　○　水質調査（色度・透明度）

　○　生物調査（潜水調査・岩ノリ調査・潮間帯調査・卵唯仔調査）

　○漁業実態調査

２．海況調査観測内容

　○　沖合定線　26点（０，１，２，３，４，５，６，７，８，９，１〔〕ｍの11層の水温）

　　　　　　　　９点（０，１，２．３ｍの４層の塩素量）

　○　うるみ調査９点（うるみの躍層と強度）

　○潮流調査　４点（表層の流動，漂流竿追跡）

　　　　　　　　１点（流動の15日以上連続観測）

３．浮遊生物観測内容

　○　沖合定線の５定点でネヅト垂直曳で動物プランクトンを採取し，その定量と定性を行う。ま

　　た，北原式採水器で採水し，植物プランクトンの定量と定性を行う。

４．水質関係調査観測内容

　○　色度５点（表層の水色測定）

　○透明度26点（沖合定線定点でセッキー透明度板により測定）

　Ｏ　ｐＨ９点（０，１，２，３ｍの４層のｐＨ）
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５．生物関係調査観測内容

　○潜水調査４点（スキューバー潜水で各点のライソ調査を行い，アヮビ，サザエの生息量，海

　　藻分布状況等の調査を行う）

　○　岩ノリ調査９点（岩ノリ漁場内９点における着生量の調査）

　　　　　　　　13点（岩ノリ漁場内13点における坪刈り，品質分析）

　○潮間帯調査17点（各定点における励・植物の潜水目視観察）

　○卵椎仔調査１点（取水槽における魚類卵稚仔の採取，定量，定性）

６．漁業実態調査内容

　○定置網漁獲量調査５点（手結，片句，御津，大芦．加賀の定置網の主要魚種の漁獲温:調査）

調　　査　　結　　果

　結果の詳細は「平成２年度島根原子力発電所温排水影響調査研究報告書」に報告してあるので，

ここでは沖合定線調査の概要について述べる。

（1）調査月日と発電出力

　　　（調査月日）　　（１号機出力）（１号機放水量）（２号機出力）（２号機放水量）

　　平成２年５月９日　　　46万kw　　　　　22�/s　　　　　82万kw　　　　　60�/s

　　　　　　7月９日　　　46万kw　　　　　30�/s　　　　　82万kw　　　　　60�/s

　　　　　　11月１日　　　46万kw　　　　　30�/s　　　　　82万kw　　　　　60�/s

　　平成３年２月７日　　　　0　　　　　　　　1�/s　　　　　82万kw　　　　　60�/s

（2）概　要

　○　定点10は１号機敏水口の北東約100mの直路こあり，０ｍ層で３回，１，２ｍ層でそれぞれ

　　２回，３ｍ層で１回他の定点より高い水温が観測された。定点６は１号機放水口の北約800m

　　の位置にあり，０ｍ層で３回，１，２ｍ層でそれぞれ３回，３ｍ層で１回他の定点より高い水

　　温が観測された。定点５は１号機放水口の北約1,300mの位置にあり，０ｍ層で２回，１，２

　　ｍ層でそれぞれ1回他の定点より高い水温が観測された｡定点11は１号機放水口の北東約1,100

　　mの位置にあり，０ｍ層で２回，１～３ｍ層でそれぞれ２回他の定点より高い水温が観測され

　　た。定点12は１号機放水口の北東約1,800mの位置にあり，Ｏ～３ｍ層でそれぞれ１回他の定

　　点より高い水温が観測された。定点13は１号機放水口の北北東約2,800mの位置にあり，１～

　　３ｍ層でそれぞれ１回他の定点より高い水温が観測された。これらは温排水の影響と思われ

　　る。

　○　定点８は２号機放水口の北約200mの位置にあり，０～２ｍ層でそれぞれ３回，３ｍ層でそ

　　れぞれ２回他の定点より高い水温が観測された。定点７は２号機放水口の北約600mの位置に
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　あり，０ｍ層で４回，１，２，３ｍ層でそれぞれ２回他の定点より高い水温が観測された。定

　点４は２号機放水口の北約1,100mの位置にあり，０ｍ層で２回，１～５ｍ層でそれぞれ１回

　他の定点より高い水温が観測された。定点19は２号機放水口の北西約2,500mの位置にあり，

　１～２ｍ層でそれぞれ１回他の定点より高い水温が観測された。これらは温排水の影響と思わ

　れる。

○　定点９は取水口の北約250mの位置にあり，０～３ｍ層でそれぞれ１回他の定点より高い水

　温が観測された。これらは温排水の影響と思われる。

○　上記以外では定点３の３～６ｍ層でそれぞれ１回，定点４の１ｍ層で２回，２～３ｍ層，６

　～７ｍ層でそれぞれ１回，定点５でｌｍ層で１回，３～４ｍ層でそれぞれ２回，定点６のＯ～

　２ｍ層でそれぞれ１回，３ｍ層で３回，４ｍ層でｌ回，定点７の１～２ｍ層でそれぞれ１回，

　定点９の４～５ｍ層でそれぞれ１回，定点11の１ｍ層で２回，２ｍ層で１回，４ｍ層で２回，

　定点12のＯｍ層で１回，１～４ｍ層でそれぞれ２回，定点13のＯ～３ｍ層でそれぞれ１回，４

　ｍ層で２回，５～７ｍ層でそれぞれ１回，定点14の３～４ｍ層でそれぞれ１回，定点15のＯ～

　２，４ｍ層でそれぞれ１回，定点19の３ｍ層で１回，定点23の１～２ｍ層でそれぞれ１回他の

　定点よりやや高めの水温が観測された。

○　塩素量，ｐＨ，水色については特に変わったこと認められなかった。
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図１　調　査　定　点
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